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大正期における教員現職教育の諸問題
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はじめに

大正期における小学校教員の現職教育は， 明治期に確立された制度及び慣行によって実施される

とともに， 時代の要請に応じて新たな制度と実践を生み出していった．

　

師範学校の小学校教員講習科における教員の学力補習及び養成は明治期の制度を継承して実施さ

れたものであり， 随時開設される公設の講習会は， 明治期の慣行を継承したものである．
他方， 明治期の諸実践及び諸提言を基盤に， 常設の学力補習機関が高等師範学校の一課程として

制度化され， 教員の学力補習にあたるとともに， 大正期の我が国内外の諸条件に対応するよう， 新

たな内容をとり入れた講習会が組織され， 現職教育に新生面が開かれることとなった．
一方， この時期の制度及び実践への批判と反省の中から現職教育の新構想が提起され， 豊かな未

来像が示されていった． それらは， いずれも， 今日のわれわれが教員の専門的力量を高めるための

研修制度を構想する際に多くの示唆を与える内容を有している．
以下， 大正期の現職教育の制度， 実践及び諸問題を順次考察していくこととする．

　

１

　

小学校教員講習科及び教員講習会

　

大正期の現職教育（１）のうち，明治期から継承され，全国規模に実施されて小学校教員の補充と学力

補習に重要な役割を果したのは， 小学校教員講習科である．
小学校教員講習科の制度的な構成は， 明治期に確定し， 大正期においても基本的な変化はない．
すなわち，「小学校教員講習科ノ・小学校教員免許状ヲ有スル者ニ必要ナル講習ヲ為スモノトシ特別ノ

必要アルトキハ尋常 ・学校教員又ノ・小学校裁縫科正教員タラントスル者ニ必要ナル講習ヲ為ス為之

ヲ設クルコトラ得ルモノ（２）トス」とあるように，本来補習機能を本体とし，特別な必要に応じて養成

機能をも果すことを期待されているものである．
小学校教員講習科の実際上の構成は，補習講習及び養成講習から成り，養成講習はさらに，「尋常

小学校准教員タラントスル者ノ為ニ設クル講習科ニ入学スルコトラ得ル者ノ・修業年限二箇年ノ高等

小学校ヲ卒業シタル者又ノ・之ト同等ノ学力ヲ有スル者トシ其ノ講習期間ラー箇年以上トス尋常小学

校本科正教員又ノ・小学校裁縫科正教員タラントスル者ノ為ニ設クル講習科ニ入学スルコトラ得ル者

ノ・執モ尋常小学校准教員免許状ヲ有スル者又ノ・之ト同等ノ学力ヲ有スル者トシ其ノ講習期間ヲ前者

ハニ箇年以上後者ハー箇年以上（２）トス」とあるように，准教員養成講習及び正教員養成講習に区分さ

れている．
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府県では，秋田県が大正２年３月，県令第１３号

　　　　　　

第，表 教員講習科卒業者数
を以て補習講習科，正教員養成講習科及び准教員

養成講習科を発足させ で）いる事実にみられると

　

＼＼＼Ｊき別 男

　　　

女

　　　

計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

年度

おり， ほぼ規定どおりの制度が現実にも採用され 大正元年

　　　

３，１１８

　　　　

８０８

　　　

３，９２６

ている． 教員講習科の実況を年次別の卒業生数に ２

　　　　

２，６７６

　　　　

７４７

　　　

３，４２３

よって示したのが第１表である． 年度の推移とと ３

　　　　

２，９４１

　　　　

８０４

　　　

３，７４５

もに卒業生数が漸減する傾向にあるとはいえ， 小 ４

　　　　

１，８５７

　　　　

６３３

　　　

２，４９０

学校教員の量的確保と資質維持の上に果す役割は ５

　　　　

１’８８１

　　　　

６６４

　　　

２’５４５

軽視 し得 な い．

６

　　　　

２，４５９

　　　　

７４９

　　　

３，２０８

教員講習科とともに明治期から継承され，教育

　

；

　

；潜ろ

　　

琶２￥

　

彊
慣行として全国的に普及を見たのが教員講習会で ９

　　　　

１，５０４

　　　　

７１１

　　　

２，２１５

ある， 中央．地方を通じ， 大小さまざまな講習会

　　　　

Ｉｏ

　　　　

ｌ，１６０

　　　　

７２０

　　　

１，８８０

が組織され， 検定による資格上進にそなえる教員

　　　　

１１

　　　　

１，ｏ５０

　　　　

７３８

　　　

１，７８８

や学力補習を願う教員に， 機会を提供していった

　　　　

１２

　　　　　

９７９

　　　　

７３１

　　　

１，７１０

のである． 講習会の盛況を夏期講習会の資料に

　　　　

１３

　　　　　

９５４

　　　　

７８４

　　　

１，７３８

よって示すと第２（４）表のとおりとなる．
１４

　　　　　

６７１

　

・

　

７２８

　　　

１，３９９

　

当該講習会は， 文部省報告も，「短キハ１日， 長

　　　　

１５

　　　　　

７１７

　　　　

６２７

　　　

１，３４４

キハ八十二日ニ亙ルモノアリト離モ是し年々一週

　

（注）各年度とも文部省年報こょる。

間以内ノモノ漸次増加ノ傾向アリ」 と指摘してい

るとおり，その期間が短縮している事
｛５）実が注目される．明治期以来，講習期間の短さが，その効果

を減殺しているとしばしば指摘されてきた中で， 期間が次第に短縮されていることは大きな問題点

といえよう．

　

そのことが，たとえ，「講習科目少キハ一科目，多キハ十科目以上ニ及ヒ年々一科目ノモノ漸次増

加ノ傾向（６）アリ」という科目数の減少に関連したものであるとしてもなお問題のあることは，後にふ

れるように， 教育界の夏期講習批判がこの点に集中していることによっても明らかである．

　

とはいえ， 全国の教育界にしっかり定着した慣行であるだけに， その問題点の克服が， 大正期現

職教育に課された大きな課題であったといえる．大正期の教育界がこの問題にどう取り組んだかは，
１１，１１１で考察する．

溢 男 女 計

大正元年

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

　

９

　　

１０

　　

１１

　　

１２

　　

１３

　　

１４

　　

１５

３，１１８

２，６７６

２，９４１

１，８５７

１，８８１

２，４５９

１，８９１

１，４２０

１，５０４

１，１６０

１，０５０

　

９７９

　

９５４

　

６７１

　

７１７

８０８

７４７

８０４

６３３

６６４

７４９

８９８

６６１

７１１

７２０

７３８

７３１

７８４

７２８

６２７

３，９２６

３，４２３

３，７４５

２，４９０

２，５４５

３，２０８

２，７８９

２，０８１

２，２１５

１，８８０

１，７８８

１，７１０

１，７３８

１，３９９

１，３４４

第２表 地方夏期講習会情況

声ご
開設講習会数

講師数
講

　

習

　

員

　

数 講習科目数 修・業

　

期

　

限 講

　

習

　

費

ノム≧亘ヌ÷ 私設

　

／ムｉ亘：ル 私設 ２以下３以上７日以内８日以上３１日以上 ノお言日：凡 私設

大正元年

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

３１１

３０３

２２２

２９０

２８２

３２４

３４８

３５２

６５４

７０８

７４０

７２８

７４６

７７６

７５９

８７８

１，８５６

１，７２１

１，７２５

１，５６１

１，９１５

２，０７９

２，０６５

２，４８１

３２，５０９

３１，９２１

２７，０１４

３３，４５６

３５，６８０

４４’２００

４２，２４８

４３，３１７

７１，２４８

８８，５２４

８９，６４２

９５，７６３

１０３，６９２

１０６，９４０

９９，９１３

１０９，９２８

　

７７３

　

９８２

　

８５３

　

９０８

　

９２９

　

９７６

　

９８３

１，０９１

１９２

１１９

１０７

１１０

１０２

１２４

１２４

１５７

　

６５９

　

７４６

　

７４８

　

７７５

　

８２２

　

９１１

　

８８０

１，０１４

２８５

２４６

１８９

２３３

２００

１７７

２１１

２１８

２１

１９

２３

１０

６

１２

１６

１５

４６，３ｏ
専

３６，１８６

２７，９０５

３５，７７９

３７，０９９

４１，１７８

５２，１５３

６５，７５７

７７，５６２

８２，５５３

８９，７６４

８０，６５０

８２，７０２

８４，９３８

９５，８１２

１１６，７３３

１２



大正期における教員現職教育の諸問題

　

１工 高等師範学校特科と現職教育

大正期の現職教育は， 一方で明治期の制度慣行を継承するとともに， 他方多年の経験を基に新た

な制度の導入をはかっている． 高等師範学校の特科として教育科が設置され， 現職教
員の学習要求

にこたえていったのがそれである。

教員の向学心にこたえる講習会を組織すべきことについては， すでに明治末期に兵庫県教育会報

が重要な論説を掲載していた．その論旨は，「初等教育に従事する教育者の多くは，未だ高等の専門

教育を受けたろものにあらざれば， 彼等の多くは進んで高等なる学芸を研究せんとするの志望を抱

くと難も， 之れに対する設備としては， 唯僅かに夏季又は随時の講習会あるのみに
して， 所謂補習

教育の趣旨に依って設けられたろ設備の全く欠除せるは， 折角の向学心を指導する能はざる不親切

なる制度と云はざるべからず…・是を以て吾人は現今行はるる各種の講習会の中にて， 其一種を選

定し斯の種のものとなし以て向学心の盛なる階級を満足せしむるの方法を講ずるは最も適切にし

て，且親切を尽したる方法と信ずるものな
（７｝り」という一節に要約されているといえる。中等教育レ

ベルの教育を受けただけで， 熱心に高等専門教育の機会を求めている現職小学校教員の要求に応じ

られる制度の創設を提案したものである。

　

潜在する， このような現職教員の要求にこたえるべく創設されたのが広島高等
師範学校の特科で

あった。 以下， 主として， この特科にかかわりを持ち， 同時にその事業を
専門の教育学者の立場か

ら種々考察した春山作樹の論稿をもとに， 特科創設の経緯， その運営の実態及び問題点を検討して

いきたい。

　

春山は， この特科創設の経緯を次のように伝えて
（８）いる．

　　

国民教育の衝に当る小学校教員の学力を， 今一層向上させたいといふことは私が年来の希望で

　

あった。 それは私共が地方に居って小学校の教員方に直接逢ったり， 或は
何々研究会といふやう

　

な所に出て， 小学先生方の研究物などを見る時に， いつも感ずることで－－それ等の研究には
随

　

分骨の折れた立派なものもあるけれども， 惜しいことには学力の足らない為めに今少しといふ

　

所で堂に入り兼ねているものが多い． も少し組織的の頭があって明確な目的を立て， 適切な方法

　

によってしたならば良からうにと思ふことが屡々であったのである。 どうかして今一段学力を高

　

めてやりたい。而してそれには臨時に開かれる講習会の如きものもよいけれども，そんな断片なも

　

のでなしに， 常設の補習機関がどうしても必要であると私は信じていた． ……

　　

大正四年の初め頃， 私は留学の途中で広島の学校から「今度修業年限二年の教育科を置くこと

　

になった」といふだけの報告を受けた．其の時はただそれだけで他の詳しいことは
一切分らなかっ

　

た。 ところが帰朝してから其の方に関係するやうに
なったので， 且つ其の後続いてそれに尽力し

　

て居たので幾分其の方に経験を持っているわけである。

　

ところで，この特科は，大正４年２月２２日文部省令第４号による高等師範学校規程の改正の結果

設置されるようになっ（９）たもので，広島高等師範学校規則によれば，「学科ヲ分チテ文科及理科トシ

文科及理科ヲ分チテ各三部トス前項学科ノ外特科トシテ教育科ヲ置ク」（第２条）とあるように， 文

科， 理科と並ぶものとして設置されてい
（１０）るものであり， その入学者は「教育科生徒ノ・師範学校，

中学校高等女学校ノ某学科教員免許状ヲ有スル者ニシテ第１条ノ学校卒業又ノ、之ト同等ノ素養アリ

ト認ムル者ニ就キ学校長之ヲ選抜スルモノトス」る外，「師範学校及中学校ノ卒業者又ノ・之ト同等ノ

学力ヲ有スルモノニシテ小学校本科正教員免許状ヲ有シ二箇年以上普通教育ノ職務ニ従事セルモノ

ハ試験ノ上之ヲ選抜スルコトア（１１）ルヘシ」とされ，小学校教員にも門戸を開放していることがわかる。
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ところで， この教育科は，

　

最初は此両方に重きを置いて， 寧ろ前者の方に重きを置く位にしてあったが， 後になると後者が

　

主になって， 正教員の学力補習を主とするといふ有様になった． 即ち三十名の生徒を募集するの

　

に， 先づ朝鮮支那の学生数名を入れ中等教員の資格者を数名入れて， 残り二十一， 二， 三名とい

　

ふものは悉く小学校の教員が占めるといふ有様になったのである． 而も其の志願者は乍々二百名

　

から少くて百二十名はいつもあったのである．

　　

而もかうなって来ると小学教員の学力補習といふことが主なる目的となって来たので， 此の科

　

の期する所は小学教員の学力を向上せしめて郡視学とか又は大都市の小学校長乃至優良なる訓導

　

を造るといふことになって行（１２）った．

　

というように， 小学校教員の学力補習機関となっていったのである． 小学校教員の学習熱の高ま

りを間接的に示す事実といえよう．

　

ところで， 入学する生徒の特徴を春山は次のように伝えている．

　　

なほ生徒であるが， 生徒は前に述べたやうに其の大多数が小学校の先生であるが， 更に其の先

　

生はどういふ程度の人たちであるかを調べて見ると， 大概は師範学校を卒業して二年か三年学校

　

に務めていたといふのである． 而してさういふ人たちが一番成績も優良であるようであった． 中

　

には十年も十八年も校父長をしていたといふやうな人も来たことがあったがそれ等の人は最後まで

　

踏止ることが出来ないで中途業を廃するといふ有様であった． どうしても元気が旺盛で勉強のよ

　

く出来るのは師範を出てから二三年といふ程度の生徒であった．

　

このように， 特科は結局小学校教員， それも， 青年教師の学力補習の機関となった感があるので

ある． 青年教師の向学心を満たす課程として人気を博したことが明らかである．

　

今特科の卒業生数を府県別に示すと第３表のとおりとなる．

　

これら卒業生の卒業後の成績いかんは， 特科そのものの評価につながるものといえるが， その成

績は， 概して良好であったようである． それについて春山は次のように伝えている．

　　

教育科は今日までに四回百余名の卒業生を出して居る．而して其の成績は一般に良い方である．

　

具体的に云って見ると規定として教育科の卒業生には修身・教育の免許状を授けることにはなっ

　

て居るが， 法制・経済の免許状は成績優良なものにしか与へないことになって居る． 即ち平均八

　

十以上位でなければ与へないから仲々困難である． 然るに教育科の卒業生は年々三分の二までは

　

法制・経済の免許状を取って行く． これは仲々本科の生徒に比較しても優秀な成績である． ……

　　

さて卒業後これ等の人々はどういふ状態であるかといふとこれも甚だ有望である． 年々其の需

　

要は卒業者の数倍に達して居るのである． 即ち此の種の卒業生が一般に要求されて居るといふこ

　

とが認められるのである． さうして其の待遇も決して低くない． ……次に此の卒業生が行ったと

　

ころを見ると師範学校の教諭も数名あり， 小学校長又は大きな小学校の訓導が多く， 他には郡視

　

学などもある． 而して其の中には大に成功したと見るべき人々も二三ある． 弦に－々人の名を挙

　

げて示すことは避けるが， 今日では官庁や学校にあって相当の地位を占めて居る人が余程出て居

　

るのである．

　

要するに広島に於る教育科の仕事を， 今までの成績から考へると決して悪くない方であったと

　

私は信ずる． さうして此の仕事は面白くて且つ現代には必要な仕事であると信ずるのである．

　

このように， 直接の教育担当者自身による評価である点をいくらか割引くとしても， すぐれた成

果をおさめていたことは明らかである． このような評価をした上で， 春山はさらに専門家の立場か

ら次のような改善策を提示している． いずれも注目すべき提言である． まず生徒への給費の必要を

次のように提唱している．
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第３表

　

府県別特科（教育科）卒業生数

府県ｒ
＼ ＼＼

年度 大

　

正

　

６

　

年

　

ヮ ｆ

　

ｎ ｘ Ｕ

　

（ 》

京

　

阪

　

川

　

庫

　

崎

　

潟

　

玉

　

城

　

馬

　

木

　

知

　

岡

　

阜

　

野

　

城

　

島

　

森

　

形

　

田

　

川

　

山

　

取

　

根

　

山鳥

　

島

　

媛

　

知

　

岡

　

分

　

賀

　

本

　

島

　

縄

　

山

　

奈

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

児

歌

東

　

大

　

神

　

兵

　

長

　

新

　

埼

　

茨

　

群

　

栃

　

愛

　

静岐

　

長

　

宮

福青

　

山

　

秋

　

石

　

富鳥島

　

岡

　

広徳

　

愛

　

高福大

　

佐

　

熊

　

鹿

　

沖

和

響

　

１

　

一

　 　

冊

　 　

一

　 　

冊

　 　

柵

　

．

　

一

　

・

　

一

　

１

　

２

　

１

　

１

　

冊１

　

１

　

一

　

２

　

柵

　

‐

　

１

　

２

　

１

　

１

　

冊

　 　

一

　

１

　

冊

　

１

　

１

　

１

　

１

　

響

ｒ

　 　

．

　

柵

　

２

　

一

　 　

一

　

２

　

－

　

１

　

一

　 　

冊

　 　

－

　

１

　

２

　

洲

　 　

－

　 　

－

　

２

　

１

　

１

　

２

　

１

　

ｆ

　

２

　

１

　

１－

　 　

－

　

１

　

一

　 　

－

　 　

－

　 　

ｒ

　 　

－

　

１

－

　 　

－

　

１

　

１

　

２

　

１

　

一

　

１

　

２

　 　

一

　 　

．

　

柵

　

１

　

１

　

‐

　

１

　

一

　 　

－

　 　

－

　 　

．

　

一

　 　

一１

　

２

　

２

　

１

　

柵

　

１

　

１

　

１

　

一

　

１

　

１

　

１

　

２

１

　

一

　 　

一

　

１

　

１

　

一

　

２

　

１

　

１

　

一

　

１

　

２

　

１

　

１

　

一

　 　

－

　 　

－

　

２

　

一

　 　

一

　

２

　

１

　

一

　

２

　

２

　

一

　

．－

　 　

－

　 　

一

　 　

－

　 　

－

　

１

　

一

　 　

一

計 ２

　

２ １９ ２

　

６ 濁

（注）広島文理科大学広島高等師範学校 創立四十年史（昭和１７年１０月１７日）
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佐

　

竹

　

道

　

盛

　　

先づ何よりも前に望みたいことは此の科に対して相当の経費を計上したいことである， 私は広

　

島に居た時分にも， 自分でああもしたいと考へたことが多分にあったものだが， 其の都度経費が

　

無いといふことで其の儀になって終った． それはあちらでは文部省と最初の約束がさうであった

　

といふことで致方なかったが，
・本来からすれば一層の経費を支出して理想的に仕事を進めて行か

　

なければならない． 殊に生徒の経費といふことは極めて大切なことのやうに思ふ． それは実際従

　

来の例によると生徒の経済状態といふものは苦しいやうであった． それは小学校に長く務めて居

　

たものとしては既に妻子を持って居るものも多いのであるから， 出来るだけの給費をして行くと

　

いふことは最も必要なことであると思ふ．
係累もある現職の教員に経済上の保障をなすことは学習効果の上から考えても重要な施策といえ

る．

　

次に， 生徒の年齢制限を次のとおり提案している．

　

生徒の方から云ふと， 広島では年齢の上に何等の制限を附けなかったが之はやはり制限のある

　

方がいい． それは師範卒業後二三年， 長くて四五年程度にして置くのが経験上最もよいやうであ

　

る．其の時代が係累も少なく又好学心も高いやうである．さうして其の学科の如きも教育心・理・

　

修身を主要学科とする傍ら， 撰択科として地理・歴史・国漢・理化等の普通学科をも加へて授け

　

るやうにしたいものである． 而して一度卒業した後更に他の学科を修める為めに再度入学しても

差支ないと云ふことにしてはどうか，

　

さらに， 学校の増設を次のように提案している． 教職従事者に広く研修の機会を保障するため不

可欠なことといえる．

　

又， 数の上から云ふと， 日本全国に－箇所といふやうなことでは甚だ心細いわけであるから，

　

少くも数個所に置きたいとおもふ． 今日の如く全国に唯だ－箇所で， 十六万人の教員中から二十

　

人位の生徒を採ったところで， 之を全小学教師の上から見ると真に大海の一滴にしかならない．

　

故に少くも数個所に斯の如き補習機関を設けて， 一箇所に百名乃至百二十名の生徒を収容するや

　

うにして行きたいものである． さうしたならば幾分多数の人々を収容することが出来て， 従って

教師の学力を高めて行くことが出来よう． 是を府県師範学校に附設するのも－案であるが， 設備

其他から見て高等師範学校に附設するか， 或は特設機関とする方が一層有効であると思ふ．
最後に， 検定制度を改革し， 補習機関の卒業者に特定の免許状を付与して， それに対応する処遇

をすることにより， 教員に希望を与えようという提案をなしている． 当時， 教育界で広範に受け入

れられていた主張をとり入れたものである．
今日の普通師範学校卒業者より高い学力を有する人々を造ることが甚だ必要であるといふことを

痛切に感ずるものである． さうして優良な教師はどんどん前途を開かせるといふことが， 今日の

如く行詰った教育界を匡救する第一策であると信じて居る． 然らざればどこまで行って教育界の

前途は光明の無い暗いものになっているであらう． 而して依然教育界に人材を招致するやうな望

　

みは絶たれるに相違ない． 浅薄姑息な手段で一時を糊塗したところで何にならう． 今日の世の中

　

では普通の教員より高い修養ある者に対しては国家も相当に資格を認めるが正当であり， 又奨励

　

にもなる． 今日は広島高等師範学校教育科卒業者には中等教員免許状を授けて居る． 彼等は勿論

其丈の学力を備へて居るから不都合ではないが，小学校教員補習と云ふ点から見ると変則である．
若し国家に於て府県郡視学検定規則を設けられ， 又少くとも多数学級を有する大規模の小学校長

　

となる者には検定を受けさせることとし， 葱に述べた様な補習機関に於て学習を経た者には無試

験で其等の免許状を与へることになったらば， 視学及校長の実力を向上させる上から見ても有効

であらうと思ふ．
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以上が， 春山の提案であるが， 広島高等師範学校における補習教育の経験をもとにし， 当時の教

育界の世論を視野におさめた上で， 教育学者としての専門的立場からなされた主張の中には， 示唆

に富むものが少なくない。 又， 今日の教員研修制度のあり方をめぐるさまざまな主張の原型がそこ

に萌芽的に現われている点も注目されるところである。
要するに広島高等師範学校の特科は， 中等学校教員及び小学校教員を収容してその学力を補習す

ることを目的に発足したが， 実際には小学校教員の補習を主とするものに変り， 多くの現職小学校

教員を教育することとなったものである。 卒業者には中等教員免許状が付与されたが， 実際には初

等教育に従事する者が多かったようである。

　

こうした経験を基に， 師範学校卒業後３年ないし５年の実務経験をつんだ青年教師を収容し， 学

資を保障して教育し， 大規模学校校長ないし県郡視学の免許状を授与し， それに相応の処遇をなす

よう制度を改革すること， 補習教育機関の設置を全国規模に拡大すること等を提案した春山の現職

教育構想は， この時期の現職教育に新たな展望を示す， すぐれた内容のものであり， その後の現職

教育論議を理解する上でも重要な位置をしめるものといえる。

　

以上のように， 大正期の現職教育には， 制度， 実践， 理論のいずれの面からみても注目すべき新

生面が開かれるに至った．

　

大正期現職教育の新局面としては， さらに， 文部省自体が中央で小学校教員講習会を組織したこ

と， なかでも第一次世界大戦下の時局的要請に応ずる講習を実施したことがあげられる。 小学校教

員を対象とする中央講習の実況を示すと第４表のとおりとなる．

　

これらの講習は， 会場を主として文部省及び直轄４高等師範学校に置き， 一科目を集中的に教授

するもので，期間はおよそ１０日前後のものが圧倒的に多い。これによって，当時の現職教育の水準

を知ることができる．

　

ここでは， ユニークなものとして， 大正４年末に第五高等学校を会場に開催された小学校教員講

第４表

　

中央の小学校教員講習会

＼＼ミミ
年度

会

　

場

　

数 講

　

師

　

数 講習員数
講

　　　

習

　　　

期

　　　

間
講習科目数

７

　

日

　

以 内 ８

　

日

　

以 上 ３１日

　

以上

大正５年

　

６

　

７

　

８

　

９

　　

１０

　

１１

　

１２

　　

１３

　　

１４

　

１５

１

　 　 　

１

　 　 　

３

　 　 　

３

　 　 　

５

　 　 　

３

　 　 　

２

　 　 　

３

　 　 　 　

一

　 　 　 　

２

　 　 　

２

３

　 　

７

　 　

０

　 　

３

　 　

４

　 　

３

　 　

６

　 　

６

　 　

一

　 　

１

　 　

２

　 　

ｎ

４３

２７６

１０５

２０２

６６７

３８２

２２９

２３１

２５７

１３０

１

　 　 　

２

　 　 　

３

　 　 　

２

　 　 　

１

　 　 　

３

　 　 　 　

一

　 　 　 　 　

一

　 　 　 　

１

１

　 　 　

１

　 　

・

　 　 　

３

　 　 　

２

　 　 　

３

　 　 　 　

一

　 　 　 　 　

一

　 　 　 　

２

　 　 　

１

１ ←

　 　 　 　

ー

　 　 　 　

１ ←

１

　 　

１

　 　 　

３

　 　 　

３

　 　 　

８

　 　 　

７

　 　 　

４

　 　 　

３

　 　 　 　

一

　 　 　

２

　 　 　

２

（注） 各年度とも文部省年報による。
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習会をとりあげ， その内容及び方法を検討し， 大

　　　　　

第５表

　

ノ」、学校教員講習会内容一覧
正期中央講習の特質を明らかにしていきたい．

　

同講習は，大正４年１２月２５日から３０日ま での
区

　　　

分

　　

題

　　　　　　　

目

　　

時

　　　

間

星豊中妄誕繋蔓まぜ義蓄冨樫キも 講義臨界量喜ん醐

　

，ｇ

　

講習内容には，帝国主義時代の国際競争むご対処

　　　

麗琴灘悪
度

　　　

１
するため， 国民道徳と結合した一定の自治意識と

　　　

講

　　

演

　

軍事思想ノ普及二就テ

　　　　

２

軍事思想を普及させることをねらった教師教育の 通信事業並電気事業

　　　　　

２
意 図 がう か がえ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地方自治

　　　　　　　　　

２

　

さらに， 講習方法は， 単に講義講演のみに終始

せず，「講習員ノ研究ニ資セムカ為左記”Ｘロ ※ ノ事項ニ就キ其ノ意見ヲ陳述セシメ（村ノ事項ニ就テ

之ヲ交換セシム」 とあるとおり， 講習員の研究とその発表の機会を準備し， さらに 「講習員ノ差出

シタル意見ノ大要ニシテ一般ノ参考ニ資スヘク認メタルモノハ会場ニテ陳述セシメタルモノト否ト

ラ間ハス閉会後之ヲ印刷シテ会員ニ配布（１４）スヘシ」として， 講習員の自発活動を活用する方法を

とっている．国民の一定の自発性を必要とするようになった時代の要請を反映したものといえよう．

　

次章では， これらの現職教育の制度及び実践に関する教育界の評価と問題提起の模様を検討する

こととしたい．

区

　　　

分 題

　　　　　　　　　

目 時

　　　

間

講

　　

義
時局ト国民道徳

生物学ノ理論ト其ノ応用

２

　

１

　

０

講

　　

演

刑事裁判制度

租税ノ観念

軍事思想ノ普及ニ就テ

通信事業並電気事業

地方自治

ｎ ノ ム

　 　

リ ム

　 　

ｎ ア ム

　 　

ｎ ／ ム

　 　

っ ム

　

ｍ

　

大正期現職教育の諸問題

大正期には， 第２， 第４表に見るような公設， 私設の講習会の盛況を背景に， それらの講習会の

吟味批判が活発に展開され， その中から現職教育の新しい構想が次々に生み出されていった． なか

でも， 専門の教育学者や一般の学者の諸提案が世論をリードした点に大きな特色がみられる． それ

だけ豊かな内容を含んでいる． 以下現職教育をめぐる諸批判， 諸提案を検討していきたい．

　

まずはじめに，大正４年５月１日より３日間にわたって，帝国教育会内において開催された第１０

回全国連合教育会に議案の一つとして提出され，可決された学力補習教育案を検討したい．同案は，
第２１号議案として提案されたもので，内容は任用制度の改正と関連させた学力補習教育制度を主張

するものである．

　

第２１号議案

　

小学教員ノ実力ヲ増進シテ其ノ教育効果ヲ一層有効ナラシムル為メ左記ノ如ク

　

任用制度ヲ改正シ且ツ学力補習ノ道ヲ開カレンコトラ其筋ニ建議スルコト

　

（１）師範学校卒業生又ノ・本科正教員検定試験合格者ハニヶ年間試補トシテ就職セシメ其ノ成績ヲ考

査シテ訓導ニ任用スルコト

　

（２周１１導就職後六ヶ年ニ達シタル時ノ・在職ノ億公費ヲ以テーケ年間師範学校ノ補習教育ヲ受ケシメ

　

目後五十歳ニ至ルマテ十ヶ年毎ニ同様ノ補習教育ヲ受ケシメ其ノ都度成績優良ナル者ニ対シテ校

　

長タルノ資格ヲ与フ（１５）ルコト，

　

この案は， ①試補制度及び校長資格制など新たな資格制度を導入し， そのうえで， ②教員を在職

のまま， 定期的に， 公費で補習教育に送り， ③その結果により資格を付与し昇任させるというもの

である． ひと口にいって， 競争による教員資質の向上を期している点問題を含むものであるが， 在

職のままの， 公費による， 定期的な補習を行なうという点にその画期的性格があるといえる．

　

これらの特質は， 提案理由の中に， より明確な形で表現されている．
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（理由） （１）現在制度ハー度本科正教員ノ資格ヲ得ルニ至レバ直チニコレラ訓導ニ任用シ得ルコ

　

ト・ナシシカモ其ノ以上ニ何等向上的階級ノ余地ヲ存セズ是し教員ラシテ真ニ奮発努力セシムル

　

所以ノ方法ニ非ズ寧ロ彼等ラシテ荷安ヲ賃ラシメ早ク既ニ老朽若シクハ若朽タラシムルノ因ラナ

　

スモノニアラズヤ此点ニ於テ欧洲先進国ノ制度及ビ我ガ海陸軍ノ制度ノ・大ニ参考スベキモノアリ

　

トス

　

（２）小学校教員ノ努力状態ノ・今ヤ既ニ其ノ頂点ニ達シツ・アリ随テ今後ノ教育効果ハーニ教員ノ実

　

力増進ニ侯タザルベカラザルモノハ蓋シ争フベカラザルノ事実ナルベシ然ルニ現在制度ノ・教員ノ

　

実力補習シテ時勢ノ進運ニ伴ハシムベキ施設ニ於テ遺憾甚ダ多シタマタマ講習会等ノ設ケナキニ

　

非ルモ是ニ於テ彼等ノ地位待遇ノ上ニ何等利スルトコロナキヲ以テ其ノ効果極メテ砂少ナルガ如

ン

　

（３）（略）

　

（４）現在制度ニ於ケル校長任用法ノ・何等特別ナル資格ヲ要セサルカ為メニ動モスレバ情実運動等ヲ

　

以テ其ノ目的ヲ達セントシ真ニ実力ト実績トラ以テ輸えいヲ争フコトニ努力セサルノ風アリ此ノ

弊風ヲ一掃シテ実力ノ競争ラナサシムルハ学校改良ノ根本要件｛１５）ナリ

　

この案は， 結局 「公費ヲ以テ」 の部分の削除を含む一部修正を経て可決されている． しかしこの

修正によって原案のもつ画期的性格がそこなわれたのは事実である。 当時の現実的な要請が， この

修正を生んだといえよう． ともあれ， この提案は， その後の大正期の現職教育論議を方向づける内

容を含むものであった。

　

次に， 明治期に確立した教育慣行としての夏期講習会への批判と， それに関連して提起された現

職教育の諸構想を検討していきたい。

　

東京教育博物館長棚橋源太郎は， 雑誌「帝国教育」 に寄せた論稿の中で， 夏期講習会の問題点を

次のように指摘し， 改善を求め
（１６）ている。

　

棚橋はまず，「本邦の講習会経営法についても，私は常に飽き足らぬと思っている．跡か着実の態

度を欠いて居りはせぬかと云ふ感を常に持って居るのである。 先づ教員の講習会を見るに夏冬の休

暇などに， 遠方から名士を招いて数百人の聴講者を集めて， 一週間内外に亘って， 新説を聴講する

ことが普通のやり方になって居るやうである． かう云ふ方法も勿論悪くは無いが， 欲を云へば今少

しく真面目に着実な態度で，職業上の知識技芸の補習が行はれるやうにしたいのである．」と述べて，
さらに着実ならざるところを次のように具体的に指摘して， 改善を求めている．

　

第一一回に数百人の人を教授するといふ事は不自然であるやうに思ふ． 三四十人多くとも百人

　

迄位を限度としたいのである． それでなければ講義が演説になって仕舞ってあとで質問を出した

　

り， 講習生相互間に討論させたりすることも出来ず， 徒に教授の効果を減殺する憾みがあるので

　

ある． 殊に学科の種類によっては， 実験実習をさせたり， 実物標本模型絵画の類を使用したりし

　

て， 親じく各個人に就て指導しなければならぬことも少くないのである．

　　

次には講習の時期である。夏冬の休暇中は教員などに取っては，最も好都合のやうでもあるが，

　

一方また大切な休養の時を， それが為めに失って仕舞ふ遺憾がある。 私の考へでは寧ろ平時に於

　

て毎週なり隔週なりに一回日をきめて， 十回とか十五回とか継続的に放課後に講習することの方

　

が効果が多いやうに悪はれるのである． 斯の如く放課後に少人数であれば其会場の如きも， 学校

　

の教室実験実習室等の一つなり， 官街図書館陳列館倶楽部杯の一室なりを直ちに利用することが

　

出来るのである．

　

次は講師の資格である． かう云ふ組織にすると， 勢ひ遠方から知名の人を招購することが不可

能となる． 此点は遺憾のやうであるが， 併乍， 必ずしも非常に知名な人でなくとも其地方に於け
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る種々の専門家に依頼しても講習の効果を挙げる上に甚だしい不都合はないやうに思はれるので

　

ある． 専門学校や中等学校の教員， 府県郡や会社の技師， 官吏， 医師， 弁
護士等の中に求めるな

　

らば， 必ず相当な講師を発見し得られる事と信ずる．

　

以上のように着実な方法を提案する． それはつまるところ， 学校， 図書館など身近かなところに

会場をとり， 日常的に， 少人数で組織し， 講習生相互の討論や実験実習を行ない， さらに実物標本

模型類を用いて個別指導を行なうものである． すぐれた示唆を含む提案である．

　

東京市教育課長の守屋恒三郎は， 夏期講習会に関するきわめて広範な問題点の指摘と新構想を含

む論稿を雑誌「帝国教育」に寄せて（１７）いる． 守屋は現実に行われている講習会には余り多くの効果

は期待できない， として次の諸理由をあげている．

　　

第一に今日の講習会は聴講者の種類が雑多であるから十分に効果ある講習をなすことが困難で

　

ある． 即ち今日の講習会は講習員の学力其他に著しい不同がある． これ等の
講習員を一堂に集め

　

て，同一の講演を聴講せしめ， 各員を満足せしむることは事実に於て不可能である．此不統一なる

　

聴講者を対象として講演する結果， 其講演が場当りのものとなり易い． 地味な講習が行なはれな

　

し、．

　　

第二には講習の期間が概して短いので，充実したる講義をなすことが出来ないのみならず，又多

　

量の材料を系統的に講演することが出来ない．

　　

第三に聴講者が講習の題目に就て， 予め準備するといふやうなことがない為めに， 折角講習会

　

に出席しても， 其講演から受ける印象の度が甚だ微弱である． 如何なる学科でも予備的知識がな

　

ければ， 十分に了解は出来ない． 殊に短時日の講習などでは講義を聴く前に準備を要するのであ

　

る． 然るに今日の講習会に出席するものは， 概して何等の準備もなく， 漫然と其講義をきいて帰

　

ると云ふ風であるから． 効果の薄いのも当然のことである．

　　

第四に講師が講習をする地方の事情に通じておらぬ為めに， 聴講者に適応する講義をなすこと

　

が出来ない場合が多い．

　　

以上は今日の講習会の効果少き理由の重要なるものであるが， 此外にも尚幾多の事情がある．

　

例へば講習会は成績試験を行はないから， これを聴講する者も多くは聴き放しである従って一生

　

懸命にならぬといふやうなこともある． 又夏期などに於ては講師も講習員も比較的不真掌になり

易い．

　

講習効果のあがらぬ原因としては， うなずけるものばかりである． 講習員の学力等の多様性への

対応策は， 明治期に於て一部で実施されながら， 未だ一般化していないのである． このことは今日

なお解決をみていない． 講習期間が全般に短いことは， 第２表第４表にも明らかである． 講習員に

準備が欠けているという指摘もうなずける．今日なお解決をみているとはいえ
ない問題点といえる．

　

とはいえ， 守屋は講習会の利益をも認めるものであり， 次の諸点をあげている．

　　

第一に講習会は教育社会の交情を親密ならしめ， 一種の団体精神を誘起せしめる． 僻遠の地に

　

ありて， 余り他の教員と交際する機会のないものは動もすれば孤立の悲哀を感じやすいが， 年に

　

一二回講習会に出席し， 各地方から集まれる教員と接触すれば， 相互に教員の生活状態に安心を

　

生じ， 何となく教育者の勢力について心丈夫に感ずるやうになる。

　　

第二に講習会に出席する為めに，旅行の機会を得，従って知見を広めることが出来るのである．

　　

第三に講習の為めに刺激をうけて， 益々研究せんとする志を起し， 職務に対して新しき希望を

抱くやうになる．

　　

第四には講習の機会に際して， 教育行政官或は又教育界の諸大家や経験家に接し， 大に知見を

　

広めるこ，とが出来る．
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第五には教育上の新学説を聴き新事実を観て， 実際上の施設の資料を得ることが出来る．

　

このような利益を考慮し， さらにその欠点を自覚した上で守屋は， 講習会の効果を増進する方法

として能率の増加を提案する。

　　

一般教員に対して行はるる府県以下の講習に於て， 能率の増加をはかる有力なる方法として，

　

自分は読書会を起し， これを講習会と連結せしむるを必要とする者である。 今日の教育者は自発

　

活動主義を以て， 児童教育法の真諦と認めて居るにも拘はらず， 教育者自身の修養機関は概して

　

他発的他動的であって， 何となく時代後れの感がないでもない． 読書会はかかる矛盾に対して起

　

り来るものであって， 米国に於ては漸く月並式の講習に飽き， 読書会が漸次隆盛ならんとする形

　

勢を示している． 今日米国に於て統一的に読書会の行はれて居るのはインヂアナ， オハイオ両州

　

である。 オハイオ州に於ては， 州内教員の三分の一は読書会の会員である又インヂアナ州に於て

　

は教員総数一万六千余に対し， 一万三千余人の読書会員を有して居る。

　

守屋はこのように， 教員の自発活動の－形態としての読書会を組織し， それを講習会に連結して

効果を高めようというのである．

　

次に， 雑誌「帝国教育」編集主任藤原喜代蔵の論説を検討しよう。 藤原は， 特に夏期講習会の学

科目について次の諸項目を提案｛１８）する．

　　

第一は憲政自治に関する学科也。 近時国民の政治的覚醒日毎に著しく， 教育社会に於ても， 立

　

憲思想養成の必要唱道せらるるに至れり。毎度我輩のいふ如く，教育と政治とは，甚だ関係深く，

　

教育者は必ず政治思想を有せざる可らざると同時に， 政治家は又教育をよく了解するものならざ

　

る可らず． ……従来我国にては， 教育家が政治を論ずるを許さず， 教育と政治と全く絶縁せしめ

　

たれど， これは謬れるの甚だしきものなり。 憲政の進歩は， 斯の如き迷論を打破して， 教育家に

　

政治思想酒養の必要なること一般に認めらるるに至れり． 故に今後教育者は必ず立憲政治に関し

　

て大体の知識を有せざるべからず。 而して憲政は自治を基とし， 自治は方政の源なるが故に， 憲

　

政論に併せて自治の知識を修めざれば， 其政治知識は完きを得ず。 我等は夏期講習会に於て， 斯

　

の学科の各地盛に講述せらるるに至らんこと切望して己まざるものなり。 殊に近時の如く， 内閣

制度に関して， 屡々立憲非立憲の声起り， 中には我国体民性も， 我憲法の制定由来も， 特色精神

　

も， 全然無視して顧みざるが如き急論劇説の盛んなる時節に於て， 其必要一層急なるを感ぜずん

ばあらざるなり．

　

我が国の国体民性を無視した急論激説におちいらぬ限りでの立憲思想を民衆に普及させ， 一定の

自治， 自発を誘導することが企図される。 そういう方向への民衆の教導者として教員を教育してい

く， そのための場として夏期講習会を機能させようというものである。

　　

第二には経済財政学也． いふ迄もなく， 国家は経済財政を基礎として成立す。 経済財政を離れ

　

て各国の国政を論ずる能はず。諸般の社会問題も，経済財政上の理由に本きて起り，国際問題も，
亦経済財政に因由して生ずるを例とす。物質文明の進歩するに従ひ，益々生存競争は激烈となり，
個人的にも国際的にも， 経済力充実の必要を生ず。 経済に無頓着なるものは， 生存競争場裡の優

者たること能はず， 経済思想に乏しき国民は， 所詮亡国の民となるの外なし。 殊に日本将来の運

命は一に経済上に係ること何人も知悉する所なるが故に， 我国民に取っては， 経済を研究する必

要， 他国民に比し一層甚大なりとせざるべからず． 然るに未来の国民を教育する教育者に経済財

政の知識殆んど絶無也。 斯くして嵩んぞよく国運に適応する教育を施すことを得んや． これ我輩

が夏期休暇を利用して， 経済財政に関する知識を収得すること甚だ大切なりと云ふ所以也．

　

国際的な生存競争場裡の経済的勝者たるべく， 経済知識を国民に伝え得る教師の育成， これこそ

現職教育の課題であった。
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第三は農工商に関する学科也． 或は之を産業に関する応用科学の
一班と解するも可なり． 或は

又農工商の実際事情に関する講演と解するも可なり． ……戦後列国間の実業戦は益々劇烈なる
べ

　

く， 之が対策を講じて， よく我国運の発達を図るは， 我国民総員の義務に
して， 教育家固より其

責を免るること能はざる也． 近時一国経済の独立とか， 貿易の発展とかいふこ
と， 朝野識者の重

要論題となり， それが実際に現はれて或は理化学研究所の設立となり， 或は実業専
門学校大増設

　

の計画となり， 理工科大学の拡張計画となり， 中等学校理化学設備の拡張計画と
なりたること，

世の熟知する所なり． されば普通教育家も， 亦此の時勢に応じて，
大に実業振作の根本となるべ

　

き知識を修養し， 以て後進国民を誘液指導する所なかるべからざる也．

　

以上にみるとおり， 藤原の主張は， 我が国の国体民性に適合し急論劇説には
しらぬ範囲での自治

思想， 立憲思想を身につけ， 自発力をもち， 国際的な生存競争場裡の
勝者となるための経済知識を

そなえ， 戦後列国間の実業戦に対処し得る実業知識を身につけた国民を育
成する教師をあらためて

養成していくこと， この任務を現職教育に課そうというものであった． 帝国
主義下の国家的要請に

対応した現職教育再編論であったといえる． しかも， こうした主張がある程度現実化し得る条件が

そなわっていたところにこの時期の特質があった．

　

さらに， 明治末期に新教育の実践校を創設し， 教育界に新風をふきこんだ西山哲
治の夏期講習批

判をとりあげ， 検討してみたい．

西山は，

　　

日本の教育界では夏期休業中小学校教員を集めて講習会を開くのが常例である． 郡に於て， 市

　

に於て， 府県に於て， 或は二三郡市連合して所謂大家を招き
盛んな講習会を開く． 今や教員の講

　

習会は教育界に於ける一種の流行となったのである． 而もそのやり方が面白くないので結果に於

　

て思はしくない． つまり悪講習会の如きは教育界に於ける
好ましからざる流行病として数へねば

　

ならぬ． ……

　　

余輩も往々教育会， 教育団体などより招かれて講習会に臨み， 講演を試みた事がある． その
経

　

験によると講習場に於て教員の一・二割は居睡りを初める． これは余輩の講演に興味が薄い為め

　

にするのかと他の講師連に私かに尋ねたが矢張り居眠るものが多いとのことであった． 又， 講演

　

後には質問して呉れるやうにと頼むやうに言っても質問に来る教員は三四百名の講習員中で僅か

　

に二三名に過ぎないやうな有様なのである． 斯くの如き講習会の光景を見る毎に此の修
養強制と

　

して講習会に出席するのは教員の監督者たる郡長，郡視学，校長に対するお役目を果す所以，郡，

　

市内教育界に於ける世間並の義務的交際たる所以と考へて斯くは顔だけ見せるのであらう． 講習

　

員の熱心のないのも当路者が余り義務講習といふやうに強制がましくするので却って成績が挙ら

　

ないのではなからうかと考ふるのであった．

　

と述べ， 強制義務講習に伴う講習員の消極性， 受動性を弊害として
批判して（１９）いる． その上， 改

善すべき具体的な問題として次の７項をあげている． その第１は， いわゆる大家を招蒋して実用に

うとい空理空論を聴くこと， 第２は， 大家を招増することで重い費用負担をしている
点， 第３は，

名士大家の肩書に迷わされて小学校教育の実際に通じていない人物を招蒋すること， 第４， いわゆ

る講習屋を招蒋して浅薄な講義を聴くこと， 第５は５日，１０日程度の講習に証書を出す
ような儀式

ばる習慣， 第６， 短い期間に訓辞， 迎辞， 送辞， 茶話会等々お祭り騒ぎをするこ
と， 第７， 講師の

人選， 以上の７項である． 講師として， 講習の実際に通じている西山
だけに， 要点をついた指摘で

ある．

　

次に， このような批判の中から提起される積極的な現職教
育の構想を検討していきたい． 小学校

教員の学力補習を高等教育機関で行うべきことを主張する現職教育論がこの期に活発になっていっ
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た。

　

東京帝国大学助教授の保科孝一は， 高等小学校教員の補習教育に関連して次のような提案をし
て（２０）いる．

　

仏蘭西のやうに， 高等師範学校の卒業者をして， 高等小学校を担任させることも－の方法である

　

が， 今日の状態においてこれを実施することが困難なりとすれば， 英吉利におけるがごとく， 小

　

学教員を一ヶ年あるいは六ヶ月間高等師範学校に入学せしめ， 学力補充を計り， しかる後高等小

　

学を担任せしめることも一法である．（圏点原文）

　

慶応大学教授の稲垣末松も高等教育機関における小学校教員の学力補習講習をとなえた一人で（２１）

ある． 根本的な修養を行なわせるため， 長期間， 高等教育機関で教育するという提案である。

　

教員の頭脳の進歩を計ると云へば直ちに講習と云ふやうな案が提出されるが， 此の講習と云ふも

　

のも， 夫れ迄の方法の如き夫れ理科， 夫れ教育， 夫れ図画と云ふやうに， 上滑りの講習は， 効果

　

が少ない。 只せぬよりも増しと云ふ位である． 之れよりももっと教員をして， 理科なり， 教育な

　

り， 歴史なり， 地理なり， 又数学なり， 図画手工なり－科一芸に達せしむるを目的とする講習の

　

方が遥かに有効である． 之れは一寸聞くと迂遠のやうであるが， 教員にして自己の好む一科一芸

　

に熟達して居るならば， 其の頭脳はやがて他の方面にも働くやうになる， 昔から名人と云はれた

　

人なら， 他の点にかけても何処か優った所のあるのは此の理である． 此の如くであるから， 将来

　

教員の質を改善する為めに講習を行うも良いが， 今迄のやうな着け膏薬でなく， もっと根本的修

　

養を与へるやうにしたいものである． 従て其の程度はより高く期間も長くしなければならぬ． 大

　

学， 高等師範学校， 高等工業学校， 音楽学校等の聴講を， 或る期間に限って許すやうにするも「

　

策である．

　

講習会への批判の中から構想されているのは， 他の諸論説と共通する。

　

西山哲治も小学校教員優遇案の一つとして， 小学校教員の高等教育機関での学力補習を提案し
て（２２）いる．

　　

大学， 高等師範学校， 美術， 商業， 工業， 音楽， 高等学校等の官立専門学校のある都市に於て

　

その教授を講師とし小学教員のために二三ヶ年の夜学 （毎夜二時間） 講習会を設け奉職の余閑に

　

専門的に一科目を研究し得る便宜を与へ， 卒業者の成績佳良なる者には無試験にて中等教員の免

　

許状を附与するやうにしてほしい， かくすれば青年教育者を向上せしむる最もよき優待法となる

　

であろう．

　

高等教育機関で小学校教員の補習を行うという案は， これらの個人だけでなく各種の団体からも

当局への建議という形で提起されている。 たとえば， 北海道連合教育会第４回代議員会に， 後志教

育会から「高等師範学校に修業年限一ヶ年の初等教育研究科を設置し小学校本科正教員をして休職

のまま夫に入学せしむるの道を講ぜられんことを其筋に建議する（２３）の件」が提案されているのがそ

れである．さらに同連合教育会には，小樽教育会からも同趣旨の建議案が提出されていた．それは，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ママ）
「小中等学校教員をして現 在のまま研究の為大学高師其他適当なる学校或は研究所に聴講生とし

て入るの特典を与へられんことを建議（２３｝する」ことを求めたものであった．

　

高等教育機関における教員の研修は， 個人のみならず教育団体をも含めた教育界の世論の共通に

指向する所であったといえよう． 北海道連合教育会では， その後も， 別の地方から同種の建議案が

三たび提出され，可決されている．すなわち，「一定の義務年限中本道初等教育に従事せしむること

を条件とし地方費を以て年々本道小学校教員中より現職の億高等師範学校又は教員養成所等に聴講

生として派遣する道を開き速に実施せられんことを其筋に建議する（２４）の件」御１路教育会）がそれで
ある。 モ
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この建議には， ①公費による， ②現職のままの， ③高等教育機関での， ④奉職義務を課しての
研

修の構想が含まれており， 当時の世論の集約を見ることができる．

　

このような主張は， 以上のような地方の団体だけでなく， 中央の有力な団体からも
提示されてお

り， ほぼ全国的な教育世論になっていたといえるようである． 者渓
会特別調査委員の主張を聞くこ

とにする．

　

八ヶ年以上小学校正教員の職に在りて勤務の成績優秀なるものが一定期間其の職務を離れて専ら

　

学術を講習し又は教育に関する研究に従事したいと希望するとき地方長官特に現職の億一時其職

　

務を離るることを許し又は休職を命じて其の俸給の一部又は全部を給することと（２５）する．

　

以上の諸提案は， ①公費ないし有給で， ②現職のままの小学校教員を， ③高等教育
機関へ， ④長

期間派遣して行なう現職教育を指向していたといえる． なおそのほか，
．研修の方法に関しては， 単

に受動的に講義を聴くだけでなく， ①討論， ②実験実習， ③実地見学， ④読書会， ⑤個別指導等自

発活動を重視する方法を導入することが構想されている．

おわりに

　

大正期の現職教育は， 教員講習科および教員講習会ともきわめて活発であった． 量的には， む
し

ろ華やかとさえいえる． しかし， 量的な活況に実質が伴わないという
批判も広範に起っていた． 特

に講習会に対しては， その期間が短く効果があがらないことや， 強制的， 義務的な開催に伴なう
講

習員の受動性， 消極性， 講習員の過重な経費負担等々の批判が広範な人々から
寄せられている．

　

このような，講習会への批判や消極的な対
応とは反対に，この時期に新たに設置された高等師範学

校の特科には， 志願者が殺到し， それに対する教育界の評価もきわめて高いものがあった． この
よ

うな事実は， 一時的， 断片的， 強制的な講習会よりも， より長期的， 系統的な現職教育
を求める教

育界の潜在的な要求を反映するものであったといえよう．

　

このことは， 大正期に提起された現職教育論の中に明確な形で表明されている．
教育学者を中心

とする教育界の現職教育論議は， ほぼ次のような現職教育を共通に指向していたといえよう．

　

それは， ①小学校教員を現職のままで， ②公費ないし有給で， ③高等教育機関に， ④
長期間派遣

し， ⑤系統的に教育する現職教育制度を組織することであった．

　

なおそのほか， 現職教育の方法に関しては， 単に受動的な講義の聴講にとどまら
ず， 講習員の討

論， 実験実習， 実地見学， 読書会など自発活動を尊重する方法を導
入することが共通に指向されて

いたといえる．
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